
有機農業研修受入生産者登録票記載にあたっての留意事項

（令和２年度版）

１ 共通事項

・ 北海道有機農業研修受入生産者登録要領（以下「要領」という。）第１の目的に規定して

いるとおり、この登録制度は、有機農業の新規参入希望者を研修生として受入を希望する生

産者を対象としており、短期間の農業体験研修は対象としておりません。

・ 「有機農業研修受入生産者登録票（別記第２号様式）」（以下「登録票」という。）の記載

にあたっては、別紙記載例を参考に作成してください。

・ 登録票に記載した「２ 登録要件情報」に関する事項を除き、道ホームページで公開しま

すので、これを承諾した上で、登録票を作成してください。

・ 年数及び面積の記載にあたっては、小数点以下第１位を四捨五入して整数で記載してくだ

さい。

２ 個別事項

(1) 「２ 登録要件情報」について

要領第３に規定する登録要件に該当することを示す項目です。記載に誤りがあると登録す

ることができない場合がありますので、十分に確認の上、記載してください。

・ 「有機ＪＡＳ認証」の項目については、有機ＪＡＳの認証書に記載されている登録認証

機関名及び認証年月日を記載してください。

また、有機ＪＡＳの認証書の写しを添付の上、提出してください。

・ 「認定等の状況」の項目については、指導農業士、認定農業者又は先進農家等のうちい

ずれか該当するものに○印を付してください。

また、指導農業士及び認定農業者に該当する場合には、これを証する書類の写しを添付

の上、提出してください。

・ 「研修受入実績」の項目については、有機農業の新規参入希望者に対する研修で、１人

の研修生を複数年度にまたがって受け入れた場合には、各年度で１人として計算し、年度

毎に延べ人数を記載してください。

なお、過去３年間に受入実績がない場合には、直近の受入年度・人数を記載してくださ

い。

（例） H29年４月～H30年３月 研修生１名 （受入人数）H29年度 ２名

H29年４月～H31年３月 研修生１名 H30年度 １名

H31年４月～R２年３月 研修生１名 R元年度 １名

(2) 「３ 営農情報」について

・ 「有機栽培年数（うち有機ＪＡＳ）」の項目については、有機ＪＡＳの認証を受けてい

ない期間（非ＪＡＳ期間）を含めた有機栽培年数を通算で記載し、このうち有機ＪＡＳの

認証を受けた期間の有機栽培年数を（ ）内に記載してください。

なお、年数の算定にあたっては、毎年度の情報更新を考慮し、令和２年４月１日を基準

に計算し、１年未満の端数は、四捨五入して整数で記載してください。

また、（ ）内に記載する有機ＪＡＳの認証を受けた有機栽培年数は、「２ 登録要

件情報」で記載した有機ＪＡＳ認証年月日との整合性を図ってください。

・ 「経営面積（うち有機栽培）」の項目については、全ての栽培形態の合計経営面積を記

載し、このうち有機ＪＡＳ及び有機非ＪＡＳの栽培形態の経営面積を（ ）内に記載し

てください。

なお、面積の算定にあたっては、１ha未満の端数は、四捨五入して整数で記載してくだ

さい。（ただし、面積が0.5ha未満のため、四捨五入すると「0ha」となる場合のみ、小数

点第２位を四捨五入し、小数点第１位まで記載してください。（例：0.4haなど）

・ 「特徴的な技術」の項目については、有機栽培にあたって導入している特徴的な技術を

記載してください。有機農業の新規参入希望者などの登録情報の活用者にとって参考とな

る重要な情報ですので、できるだけ具体的に記載してください。



(3) 「４ 研修募集情報」について

有機農業の新規参入希望者が研修先の選定にあたっての検討材料として重要な情報となり

ますので、できるだけ具体的に記載してください。特に、研修手当や宿泊施設、交通手段な

ど研修生が研修期間中の生活を考える上で重要な情報となりますので、漏れがないように記

載してください。

・ 「受入時期」の項目については、研修生の受入時期を「特定の時期」（○月）に限定し

ているか、研修生の希望に応じて「随時」受け入れているかなどがわかるように記載して

ください。

・ 「研修期間」の項目については、「作物の栽培期間」（○月～○月）や「１年」、「研修

者の希望に応じる」など具体的に記載してください。

・ 「研修手当」の項目については、支払いの有無に止まらず、支払う場合には、「月○万

円程度」、「月○万円～○万円」など具体的な金額を記載してください。

・ 「年齢」の項目については、受け入れる研修者の年齢に制限がある場合には、「○歳以

下（未満）」、制限がない場合には、「不問」などと記載してください。

・ 「宿泊施設」の項目については、有る場合には、①から④のうちから該当するものを選

択し、有料の場合には、それぞれについて料金の目安を記載してください。

・ 「交通手段」の項目については、研修生の宿泊施設から研修場所までの交通手段を選択

肢の中から選んで記載してください。

(4) 「５ 参考情報」について

有機農業の新規参入希望者が研修終了後に、研修先地域での就農を考えている場合には、

研修先の選定にあたっての重要な情報となることから、「経営開始」と「就業（雇用）」の

両面からわかる範囲で具体的に記載してください。

(5) 「６ 研修生へのメッセージ」について

有機農業研修受入生産者としての得意分野や指導する有機農業に関する技術・知識などの

アピールポイント、研修を成功させる秘訣など研修生へのメッセージを100字程度で自由に

記載してください。


